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研 究 報 告
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Abstract

The aim of this study was to investigate the features of perinatal attachment according to each 
type of internal working models, for determine whether a relation exists between the mother's 
internal working models (IWMs) and perinatal attachment by using the Muller's attachment model.

A prospective study was performed with data collected during the third trimester of pregnancy 
and 1 month after delivery, and the following results were obtained.
1) There was a modest correlation between prenatal and postnatal attachment.
2) Mother's internal working models are classified into 3 types : Secure, Ambivalent and Avoidant.

The prenatal attachment score of the secure type mother was significantly higher.
3) In the secure type mother, there was a strong Correlation between prenatal and postnatal attach-

ment. In ambivalent and avoidant type mothers, the correlation between prenatal and postnatal 
attachment was week.

The results demonstrated a relation between the mother's internal working models and perina-
tal attachment in Muller's model. IWMs is one of the key concepts in assessing the subject of inter-

generational transmission of attachment, IWMs must be considered not only postnatally but in the 
prenatal period as well.

要 旨

この研究の目的は,Mullerの 愛着モデルを用いて,母 親の内的ワーキングモデルと児への

愛着 との関連を検討するために,母 親の内的ワーキングモデルをタイプ分けし,各 タイプ別
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に胎児および乳児への愛着 を検討することである.

妊娠後期から産後1ヶ 月の母親を対象 とした短期縦断調査を行った結果,

1)妊 娠後期の胎児愛着得点と乳児愛着得点 との間に中等度の相関が認められた.

2)母 親の内的ワーキングモデルを安定型,不 安定型,回 避型の3タ イプに分類すると,安

定型の母親は他 タイプの母親に比べ胎児への愛着得点が有意に高かった.

3)安 定型の母親は胎児愛着得点 と乳児愛着得点 との問に強い相関が認められた.不 安定

型,回 避型の母親の胎児愛着得点と乳児愛着得点の相関は低かった.

以上の結果より,Mullerの 愛着モデルに関 し,母 親の内的ワーキングモデルと胎児および

乳児への愛着との間に関連があることが証明された.内 的ワーキングモデルは,愛 着の世代

間伝達の問題を考えていくうえで重要な概念の一つであるが,こ れは出産後のみならず妊娠

期から考慮すべき概念であると考えられる.

は じ め に

近年,育 児不安や愛情遮断症候群など母子関

係 をめ ぐる心理的,社 会的問題が浮上 してきて

いる.こ のような親子関係の背景に,母 親 自身

が幼少期に自分の母親あるいは適切な養育者か

ら十分な愛情 を得ていない,い わゆる情緒の世

代 間伝 達 の問題 が指摘 されてい る(Dodge,

1990;田 野,1996).し かしこれらの報告はいず

れも回顧的な調査であ り,一 概に結論づけるこ

とはで きない.ま た,世 代間伝達の問題 は過去

に愛着に関する外傷体験があるかないかよりも,

過去の愛着体験を現在母親が どのように統合 し,

認知 しているかということが重要であ り,そ の

点が次世代の子 どもとの愛着パターンに大 きな

影響 を与 えるこ とも指摘 されている(Main,

1985).こ れらの指摘 をふまえ,母 親自身の幼少

期における愛着体験 と周産期における我が子へ

の愛着 との関連を前方視的に検討するためには,

内的ワーキングモデルの概念をとりあげること

が有用であると考えた.

本研究の目的は,Mullerの 愛着モデルを用い

て,母 親の内的ワーキングモデルと児への愛着

との関連 を検討するために,母 親の内的ワーキ

ングモデルをタイプ分けし,各 タイプ別に胎児

および乳児への愛着 を検討することである.

1.概 念 枠 組

内的ワーキングモデルとはBowlby(1973)が 愛

着理論の中で唱えた仮説である.彼 は,親(養 育

者)と安定 した愛着関係にある子どもは,自 分を

愛 し応答 してくれる親だ という親についての内

的ワーキングモデル(心 的表象)と,自 分は人か

ら養護 され支えられるに値する人間だ という自

分自身についての内的ワーキングモデルを形成

する.反 対に不安定な愛着関係にある子どもは,

愛 して くれず応答的でない親 そ して自分は親

に養護 され支えられるに値 しない人間 という内

的ワーキングモデルを持つ.こ のようなモデル

は我々の心の中に留められ,新 しい対人情報 を

解釈する際のガイ ド役 として無意識に働 く.そ

してその後の人間関係に適用され,さ らに自分

が親になったときにも呼び起 こされて,子 ども

との相互作用過程 に影響を与えると推論 した.

一般にBowlbyの 理論は乳幼児の愛着行動 に焦点

が当てられる.し か し戸 田(1991)は,彼 の理論

は単に乳幼児 と母親の関係性の問題だけではな

く,愛 着関係の中で何が個人に内在化 され,そ

れが生涯発達のなかでどのように個人の認知や

行動を特徴づけるか という点が重要であ り,愛

着の問題を乳幼児か ら切 り離 し,全 生涯に渡る

パーソナリティの発達理論 として捉え直す必要

があることを指摘 している.Bowlbyに よる内的

ワーキングモデルの概念は,人 生早期の母子関

係 によって形成 された ものであるが,そ れは実

際のでき事そのものの写 しではな く,過 去の体

験 をいかに意味づけ記憶構造の中に組み込んだ

かを反映するものである.

Muller(1993)はBowlbyの 理論 を基 に妊娠期
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の愛着モデルを提案 した(図1).こ のモデルは胎

児への愛着 もまた,妊 婦 自身の幼少期の愛着体

験が内的ワーキングモデルとなり,そ れが家族

や友人そして夫への愛着,さ らに妊娠の受け入

れと胎児への愛着へつながることを示 している.

母親の内的ワーキ ングモデル と乳児が形成する

愛着行動パ ターンには一定の関連があることが

報告 されている(Main et al,1985;Fonagy et a1,

1991).し かし妊娠期の母親に関し,内 的ワーキ

ングモデルと胎児への愛着 さらに乳児への愛着

との関連 についてはまだ報告がなされていない.

Mercer(1993)は,今 後,母 子関係 を研究するう

えで,Mullerが 愛着モデルで指摘 したような表

象化 された母親自身の幼少期の愛着体験 を考慮

する必要性 を述べている.ま たRubin(1984)も,

子 ども時代の幸せおよび性格の特徴が母親にな

ろうとしている女性の拠 りどころやモデルとし

てより大きな意味 をもつ とのべ,幼 少期 におけ

る実の母親 との関係が,妊 娠期の女性の母性性

形成に重要な役割 を果たすことを指摘 している.

本稿では,周 産期の愛着 を 「母親 と胎児および

乳児 との問に発達 し,時 がたっても永続するか

けが えの ない愛 情 あ る関係」(Mull飢1993,

1994).内 的ワーキングモデルを 「愛着対象 との

持続的な相互交渉を通 して人の内部に形成され

る愛着対象および自己に関する心的表象」(戸田,

1991)と 定義 し,母 親の内的ワーキングモデルと

児への愛着 との関連を検討する.

II.研 究 方 法

1.調 査方法

妊娠後期か ら産後1ヶ 月の母親を対象に質問

紙を用いた短期縦断調査 を行 なった.調 査は倉

敷市内S病 院の産科外来で,1999年6月 ～同年9

月に行 った.妊 婦健康診査 に訪れた対象者 に,

筆者が研究 目的を説明 し同意を得た.質 問紙は

無記名 としたが,産 前 ・産後のデータを照合す

るために,対 象者自身にID番 号を記入 してもら

った.妊 娠期にはPrenatal Attachment Invento-

ry日 本語版 と内的ワーキングモデル尺度および

人口統計学的シートを配布 した.

産後は1ヶ 月健診の場で筆者が質問紙 を手渡

した.用 い た質問 紙 はMaternal Attachment

Inventory日 本語版,お よび人口統計学的シー ト

である.

2.調 査対象

妊娠期 は,母 児 ともに健康な妊娠28週 以降の

単胎妊婦 を対象 とし,118名 に調査 を依頼 し116

名 より回答が得られた.こ のうち不妊治療によっ

て妊娠 した妊婦 を除 き85名 を分析対象 とした.

産後は産褥1ヶ 月の健診に訪れた健康な褥婦を対

象 とし77名 に調査を依頼 した.分 娩様式は経膣

分娩 と帝王切開分娩であるが,帝 王切開のうち

不測の事態により緊急手術 となった事例は除外

した.新 生児側の条件 としては,出 生時アプガ

ールスコア8点 以上,正 期産でAFD児(Appropri-

ate for date infant)であること,ま た生後1ヶ 月の

乳児健診で順調に発育 していると診断された児の

母親 とした.産 後の有効回答74名 のうち妊娠期

のデータとマッチするものは53名 であった.

3.測 定用具

1)胎 児への愛着

Muller(1993)の 開発 したPrenatal Attachment

Inventoryを 本人の許可を得,日 本語に翻訳 した

(以下PAI-J).こ の尺度は21項 目,4段 階のリケ
ー トスコアであ り

,得 点が高いほど,胎 児への

愛着が高いことを示す.小 児科学,母 子保健看

護学の専門家,女 性米国人英語講師 らと内容妥

当性の検討を行なった.ま た本調査 と同施設で

健康 な妊婦 を対象 と した予備調 査 において

MFAS日 本語版(成 田,1993)と の間に高い相関

(γ=0.856,n=57)が 認められ,併 存妥当性が

証明された.信 頼性係数はCronbach's α=0.89

図1愛 着モ デル(Muller1993)

(一部改変)
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で あ っ た.Mullerの 調 査(1993)で は,PAIと

MFAS(Cranley1981)の 相 関 は γ=0.72(n=

310),信 頼 性 係 数 はCronbach's α=0.81で あ

り,翻 訳 後 も内 的 整 合 性 は保 た れ て い る と判 断

した.具 体 的 に は 「赤 ち ゃ んの 動 き(胎 動)を 感

じるの は うれ しい です 」 「赤 ち ゃ んの こ と を考 え

てい る と とて もワ ク ワ ク します」 な どで あ る.

2)乳 児 へ の愛 着

Maternal Attahment Inventory(Muller1994)

をPAI-Jと 同様,翻 訳 し使 用 した(以 下MAI-J).

この 尺 度 は26項 目,4段 階 の リケ ー トス コ アで

あ る.産 後1ヶ 月 の 健 康 な 母 親 を対 象 と した 予

備 調査 で,子 ど も用 愛 着 尺 度(大 日向1988)と の

間 に相 関(γ=0.469,n=32)が あ り,予 測 的 妥

当 性 が 認 め られ た.MAI-Jの 信 頼 係 数 はCron.

bach's α=0.932で あ った.具 体 的 に は 「私 は赤

ち ゃん を愛 お し く思 い ます 」 「赤 ち ゃん の様 子 を

見 て い る と赤 ち ゃ ん が何 を欲 して い るか わ か り

ます 」 な どで あ る.

3)内 的 ワー キ ングモ デ ル

詫 摩 ・戸 田(1988)の 開発 した内 的 ワ ー キ ング

モ デ ル 尺 度 を 用 い た.こ の 尺 度 はHazan&

Shaver(1987)に よる成 人版 愛 着 ス タ イ ル尺 度 を

3種 類 の 内 的 ワー キ ン グモ デ ルが 特 性 的 に測 定 で

きる よ う に改 良 した もの で あ り,安 定,不 安 定,

回 避 の3つ の サ ブ ス ケ ー ルが 仮 定 さ れ た,22項

目,6点 の リケ ー トス コア で あ る.妊 婦 健 診 に訪

れ た妊 娠28週 以 降 の母 児 共 に健 康 な妊 婦38名 を

対 象 と して行 った 予 備 調 査 で の 各 サ ブ ス ケ ー ル

の 信 頼 性 はCronbach'sα=0.705(安 定 項 目),

0.781(不 安 定 項 目),0.806(回 避 項 目)で あ っ た.

4.分 析 方 法

統 計 パ ッケ ー ジSPSS9.OJを 用 い た.母 親 の属

性 別 にみ た愛 着 得 点 の平 均 値 の差 の検 定 に はt検

定,内 的 ワ ー キ ン グモ デ ル の タイ プ 間 で の 愛 着

得 点 の 平均 値 の 差 の検 定 には分 散 分 析 を用 い た.

胎 児 愛 着 得 点 と乳 児 愛 着 得 点 の 関 連 につ い て は,

ピ ア ソ ンの積 率 相 関係 数 を求 め た.

内 的 ワー キ ング モ デ ル は各 サ ブ ス ケ ー ル 得 点

を一 側 面 ご と に検 討 す る よ りも,個 人 内 に安 定,

不安定,回 避の3側 面が同時に存在 しているも

のと考える方が実際的である(戸 田1991).つ ま

り3種類の内的ワーキングモデルのうち個人内に

おける最 も優位な側面を知 り,そ の側面と児へ

の愛着 との関連を検討することが必要であると

考えタイプ分けを行った.タ イプ分けの分類カ

テゴリーは,こ れまで安定型(自 立型),不 安定

型(抑 圧型),回 避型(没 頭型)と いう3タ イプに

分類する方法が とられてきた.こ れはス トレン

ジシチュエーション法(Ainsworth1978)で 乳幼

児の愛着行動を測定 した際の分類パターンに対

応 している.こ の点については,乳 幼児期のア

タッチメントが 「鋳型」 のように固定化 し,か

わらないままの構造 で青年期以降の内的ワーキ

ングモデルとして機能 しているかの ような印象

を与えやすい(戸 田1991),と いう指摘 もある.

しかしBowlby(1980)やBretherton(1985)は,
一旦形成された内的ワーキングモデルは

,意 識

の外で働 き,新 しい情報 は現存するモデルに同

化 されるために,モ デル自体にダイナミックな

変化は起こ りにくい傾向にあるという立場をと

ってお り,そ れをふまえFonagy(1991)は 妊娠

後期の妊婦の内的ワーキングモデルを自立型

(安定型),抑 圧型(不 安定型),没 頭型(回 避型)

の3タ イプに分類,Main(1985)も6歳 の子 ども

を持つ母親の内的ワーキングモデルを同 じく3タ

イプに分類 している.今 回用いた内的ワーキン

グモデル尺度を周産期の母親に使用された例は

ないが,本 調査で得 られた回答 を変量 として因

子分析(直 行回転,バ リマ ックス法)を 行 った結

果,仮 定されている下位概念 と同様の3因 子が

抽出されたため,FonagyやMainら と同様,3タ

イプに分類することとした.タ イプ分けの方法

としては,因 子分析の後,そ れぞれの因子に対

し各個人の因子得点を出力 し,最 も高い得点を

もってタイプとした.

III.結 果

1.対 象者の背景

対象者の平均年齢は,28.72歳(SD=4.2)で あ

った.初 産婦27.30(SD=3.3),経 産婦30.00歳

(SD=4.6).調 査時の妊娠週数は平均35.97週
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(SD=2.2),産 褥 旦数 は 平均36.34旦(SD=3.7)

で あ った.そ の他 の属 性 は表1に 示 す.

2.胎 児 お よび 乳 児 へ の 愛 着

胎 児 愛 着 得 点 の 平 均 値 は59.79(SD=10.2)で

あ っ た.こ れ を 初 経 別 に 比 較 す る と,初 産 婦

61.83(SD=10.4),経 産 婦57.98(SD=9.8)で あ

っ たが,統 計 的有 意 差 は なか っ た.職 業 の有 無

による胎児愛着得点に有意差はなかった.

乳児愛着得点の平均値は90.28(SD=10.6)で

あった.初 経別,職 業の有無,分 娩様式による

乳児愛着得点に有意差はみられなかった.

胎児愛着得点 と乳児愛着得点の問には有意な

正の相関(γ=0.684,p〈0.01)が 認められた.

3、 周産期の内的ワーキングモデル得点

内的ワーキングモデル得点の平均値は,妊 娠

期安定得点25.69(SD=4.6),不 安定得点18.75

(SD=4.6),回 避得点20.65(SD=4.7)で あった.

各サブスケール得点を初経別,職 業の有無,分

娩様式,家 族形態によって比較 したが,有 意差

は認め られなかった.内 的ワーキングモデル尺

度の因子分析の結果を表2に 示す.

4.内 的ワーキングモデル得点と児への愛着得

点との関連

妊娠期に行 った内的ワーキングモデル尺度の

各サブスケール得点 と胎児および乳児愛着得点

表1対 象者の背景

妊 娠期n=85産 後n=53

表2内 的 ワー キ ングモ デル スケ ールの 因子 分析 表

回転後の因子負荷量(直交回転)バリマックス法

-75-



日看科会誌21巻2号(2001)

との相関を求めたが,い ずれ も有意な関連は認

められなかった.

5.内 的ワーキングモデルのタイプ別にみた胎

児および乳児への愛着

上記の因子分析によって抽出された3因 子に

対 し,そ れぞれ各個人の因子得点を出力 した.

第1因 子 に対する因子得点が最 も高い母親の集

団を安定型,第2因 子に対する因子得点が最 も

高い母親の集団を不安定型,第3因 子に対する

因子得点が最 も高い母親の集団を回避型と命名

し,内 的ワーキングモデルのタイプとした.各

タイプの人数割合は安定型15名(28.3%),不 安

定型17名(32.1%),回 避型21名(39.6%)で あっ

た.妊 娠中に分類 された3つ のタイプ別に,胎

児お よび乳児愛着得点の平均値の差 を分散分析

によって比較 したところ,群 間で胎児への愛着

得点に有意差が認められ(F=5.451,p<0.001)

(図2,3),安 定型の妊婦は回避型に比較 し胎児

への愛着得点が有意 に高いことがわかった.乳

児への愛着得点は,安 定型では他タイプに比較

し高い傾向が認められたが有意ではなかった.

内的ワーキングモデルのタイプ別による胎児愛

着得点 と乳児愛着得点の相関係数 は,安 定型

γ=0.924(p<0.01),不 安定型 γ=0.656(p<

0.01),回 避型 γ=0.553(p<0.01)で あった(図4).

IV.考 察

1.胎 児および乳児への愛着

妊娠後期の胎児愛着得点 と産後1ヶ 月の乳児

図2妊 娠期の内的ワーキングモデルのタイプ別,

胎児愛着得点

図3妊 娠期の内的ワーキングモデルのタイプ別,

乳児愛着得点
図4内 的ワーキングモデルのタイプ別,胎 児愛着

得点と乳児愛着得点の散布図
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愛着得点 との間に有意な正の相関が認められた.

Muller(1996)は,ほ ぼ同時期PAIお よびMAIを

用い中等度の相関(γ=0.41)を 報告 している.

欧米に比べ妊娠期 と産後で児 に対する愛着の相

関が高い理由として文化的影響が考えられるが,

本調査 と比較 しMullerの 調査では,経 産婦が大

部分を占めている(93%),未 婚の産婦が含 まれ

ている(9%),就 業 している母親が多い(89%)

などの相違がある.こ れ らの属性が妊娠期 と産

後での児への愛着の相関の程度に影響 している

ことも考えられ,今 後母親の属性別に胎児への

愛着 と乳児への愛着の関連を調査 してい く必要

がある.

2.周 産期の母親の内的ワーキングモデル

周産期の母親の内的ワーキングモデルのタイ

プの割合 は,安 定型28.3%,不 安定型32.1%,

回避型39.6%で あった.こ れはFonagyら(1991)

の分類(そ れぞれ61.5%,22.9%,15.6%)と 比

較すると異なった割合であった.Fonagyの 調査

は構成的面接法(ア ダル トアタッチメントインタ

ビュー;Main,1985)に よって内的ワーキングモ

デルのタイプが分類 されていることの他に,対

象者全員が初産婦であること,平 均年齢が31歳

と高いという点が異なる.こ のような対象の背

景の違いが内的ワーキングモデルのタイプに影

響するのか今後検討が必要である.ま たFonagy

は妊娠、出産など自己の同一性が危機にさらさ

れる状況下において,内 的ワーキングモデルが
一時的に変化する可能性

,す なわち妊娠期のイ

ンタビューで過去の良好な愛着体験が誇張 され

た り,過 度に理想化 されて語 られるため,誤 っ

て安定型 として分類 される妊婦の存在があるこ

とを指摘 している.今 回のような質問紙法では

直感的に回答 を求めるので,面 接法に比べ過去

の愛着体験が誇張されたり,過 度 に理想化 して

語られるということは少な く,誤 って安定型に

分類されるという現象 を予防できるのではない

かと考えられる.さ らにFonagyは 調査時,対 象

者に 「自分自身の幼少時の体験が次の世代の養

育 にどのような影響を持つかを知るための研究

である」 と教示 しているが,本 調査ではこのよ

うな世代間伝達の現象 を知ることを目的とした

研究であるという説明は行っていない.こ のよ

うな教示の違い も回答者の心理 に影響与 え,

Fonagyの 調査で安定型の母親の割合が多いので

はないかとも考えられる.本 調査での内的ワー

キングモデルのタイプ割合は旦本人妊婦の特徴

なのかあるいは測定法の問題であるのか今回の

調査から結論づけることはできないが,周 産期

の母親の内的ワーキングモデルの実態とその測

定法,さ らに分類法については今後検討を要す

る点である.

3.内 的ワーキングモデルのタイプ別にみた胎

児および乳児への愛着

内的ワーキングモデルのタイプ別に胎児およ

び乳児への愛着得点を検討 した.Bowlby(1988)

は,安 定 した内的ワーキングモデルは,子 ども

が危機 に頻 し援助 を求めた時,愛 着対象がいつ

も手の届 くところにいて,一 貫 した,応 答的,

援助的なかかわ りを繰 り返す ことに由来する.

不安定な内的ワーキングモデルは,愛 着対象へ

接触や援助 を求めた時に,一 貫性のない,気 ま

ぐれな,予 測のつかない応答を受けたこと,回

避的な内的ワーキングモデルは子 どもが世話 を

求めた時,援 助的に応 じてもらえず,逆 に拒絶

されるという経験の繰 り返 しに由来すると述べ

ている.彼 の理論 に従 えば,内 的ワーキングモ

デルが安定 した傾向にある妊婦ほど,幼 少期 に

応答的,援 助的なかかわりを多 く体験 したかも

知れないこと,不 安定な傾向にある妊婦は,幼

少期に一貫性のないかかわりを多 く受けたかも

知れないこと,回 避的な傾向の強い妊婦は,幼

少期に拒絶の体験を多 く経験 したかも知れない

ことが推測 される.今 回の調査で,妊 娠期に安

定型に分類 された母親は,他 タイプに比べ胎児

愛着得点が有意に高かった.さ らに妊娠期 と産

後の愛着にも強い相関を認めた.ま た回避型の

母親 は胎児への愛着得 点が有意 に低か った.

Bowlbyの 意見は,あ くまで も理論上の仮説であ

り,本 調査結果を一概 に当てはめることはで き

ないが,安 定型に分類 された妊婦は児への愛着

得点が高 く,さ らに妊娠期 と産後で愛着が経時

的に安定していたことには,Bowlbyが 述べるよ

うな背景があるかも知れないことが推測 された.
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Hazanら(1987)は,幼 少期の愛着体験 に由来

したより一般的な自己や他者 との関係性 につい

ての認識 として,現 在の内的ワーキングモデル

を調査 している.こ れは周産期の母親を対象 と

したものではないが,本 調査で用いた内的ワー

キングモデル尺度の起源となった尺度を用いた

調査であ り,各 タイプに分類 された人の特徴が

述べ られている.彼 らによると内的ワーキング

モデルが安定型に分類 される人は,自 分にとっ

ての重要他者を信頼 に値すると認知する傾向が

あり,他 者 とたやす く親 しくなれ,相 互依存関

係に満足 し,彼 らの恋愛関係 は肯定的な感情や

高いレベルの人間的かかわ りあい,信 頼,情 緒

的満足によって特徴づけられる.不 安定型とし

て分類される人は,自 信に欠け,自 分は人から

正当に評価 されないと思ってお り,他 者やパー

トナーは自分 と親 しくするのを嫌がっていた り,

自分のことを見捨てるのではないかという思い

にとらわれやすい.ま た彼 らの対人関係は否定

的な感情やレベルの低い相互依存によって特徴

づけられる.回 避型に分類 される人は,自 分に

とっての重要他者を完全 には信頼 しがたく,必

要以上に近づかれることを煙たく思 う傾向があ

り,彼 らの関係性 は否定的な感情や,相 互依

存 ・信頼 ・人間的なかかわりあい ・情緒的満足

の レベルの低 さによって特徴づけられる.さ ら

にこのタイプは自分の母親を冷たく,拒 絶的で

あったと想起すると述べ られている.

また,詫 摩 ら(1988)に よると安定型の人は,自

分の母親に対 して 「安心できる」,「落ち着いた」,

「尊敬で きる」などいずれもポジティブなイメー

ジを持ちやす く,不 安定型の人は母親を 「うる

さい」,「押 しつけがましい」等の干渉的なイメ

ージ,回 避型の人は 「あてにならない」「信頼で

きない」など不信感を示 しやすいことも指摘 さ

れている.Hazanや 詫摩の調査はいずれも成人

を対象 としたものであ り,こ れを一概に周産期

の母親にあてはめることはできないが,母 親イ

メージは自分 自身の子育て観にも大 きな影響を

与えることが予想 され,周 産期の母親がもつ自

分の母親へのイメージと内的ワーキングモデル

との関連なども今後,探 っていく必要がある.

今回の調査は母親の内的ワーキングモデル と

児に対する愛着得点とい う一方向か らの検討で

あるが,Fonagyら(1991)は,初 産婦100名 を対

象に,妊 娠後期 にアダル トアタッチメントインタ

ビュー,出 産後1年 にス トレンジシチュエーショ

ン法を行い,母 親の内的ワーキングモデル と乳

児の愛着行動パターンとの関連を調査 している.

これによると,妊 娠期のインタビューで安定型

(自律型)に 分類された母親の乳児は75%が 安定

型に,不 安定型(抑 圧型)あ るいは回避型(没 頭

型)に分類された母親の乳児は73%が 回避型に分

類された.ま たこれらを安定/不 安定の2群 に分

類 した場合,母 親と乳児の愛着 タイプの世代間
一致率は75%(Kappa=0 .48,P<0.001)で あった

と報告 している.文 化背景や内的ワーキングモ

デルの測定方法 も異な り,一 概 に比較すること

はできないが,今 回安定型 に分類された母親の

愛着得点の高さと経時的な一貫性が,児 とのか

かわりに好ましい影響を与えることは十分に予測

される.さ らにこのような母親の子どもが将来,

安定 した内的ワーキングモデルを形成する可能

性 も期待できる.す なわちFonagyら の縦断研究

の一時期を支持するものと考えられる.

妊娠期に児への愛着を測定する有用性は,最

終的にはそれに引き続 く母性行動を予測する力

にある(Merce蔦1993).PAI-J得 点とMAI-J得 点

の相関はγ=0.684で あったが,こ れに内的ワー

キングモデルの概念を加え,安 定型の妊婦に限

定すると,そ の相関はγ=0.924に まで上昇した.

これは,周 産期の愛着研究に母親の内的ワーキ

ングモデルの概念を取 り入れることの重要性 を

示 しているものと考える.

6.研 究の限界と課題

周産期の母親の内的ワーキングモデルを測定

する試みはこれまで,構 成的面接法によって行

われ,タ イプ分けも一定の判断基準に従って面

接者の技量によって行われて きた.こ の方法は

広 く用いられてきたが,面 接者の訓練を必要 と

し,ま た被験者にも時間的な負担や場合 によっ

ては過去を語ることへの心理的葛藤が伴 うケー

スもある.今 回詫摩 らによる質問紙を用いるこ

とによって,内 的ワーキングモデルを簡便 に測

定,タ イプ分けすることができた.し かしこの
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尺度 はこれまで主に青年期 を対象に用いられて

きたものであり,本 調査結果を一般化するには

限界がある.今 後面接法などとも併用 し,周 産

期の内的ワーキングモデルと個人背景に質的な

分析 を加えていく必要がある.

また本来,内 的ワーキングモデルが関与 して

いるであろうと仮定されている世代間伝達とは,

親の愛着パターンとその子 どもが形成 した愛着

パ ターンとの一致 を述べたものであ り,こ の点

に関して,今 回対象 となった母親が今後 どのよ

うな母子関係を築いてい くのか,ま た将来その

子 ども達がどのような愛着行動,内 的ワーキン

グモデルを形成 していくのか,長 期的,相 方向

的な調査が必要である.
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